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平
成
二
十
八
年
度
の
通
常

総
会
に
お
い
て
、
本
会
の
新

会
長
に
理
工
学
部
土
木
工
学

科
・
昭
和
四
十
八
年
卒
業
の

西
松
好
郎
氏
が
就
任
さ
れ
ま

し
た
。
任
期
は
二
年
間
で
あ

り
ま
す
。

　

西
松
好
郎
新
会
長
に
就
任

に
当
た
っ
て
会
員
の
皆
様
方

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
の
で
、
掲
載
い
た

し
ま
す
。

「
日
大
土
木
会
の
皆
様
へ
」

　
　
　
　
　

西
松 

好
郎

　

 

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
大
土

木
会
の
各
種
事
業
に
対
し
て
、
ご

支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠

に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
平
成

二
十
八
年
六
月
の
役
員
会
及
び
総

会
で
盛
武
建
二
様
か
ら
交
代
い
た

し
ま
し
た
、
西
松
好
郎
（
昭
和

四
十
八
年
理
工
土
木
卒
）
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

 

本
年
度
は
生
産
工
学
部
卒
業
の

方
が
会
長
就
任
の
順
番
で
あ
り
ま

し
た
が
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
、

繋
ぎ
役
と
し
て
、
会
長
を
引
き
受

け
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
日
大
土

木
会
会
員
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

日
大
土
木
会
は
、
山
田
清
臣
先

生
、
森
元
峯
夫
様
、
故 

松
田
愼

一
郎
様
、
竹
澤
三
雄
先
生
、
盛
武

建
二
様
の
歴
代
会
長
や
諸
役
員
の

先
輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た

各
種
支
援
事
業
を
各
部
会
の
活
動

を
通
じ
て
行
い
、
在
学
生
の
教
育

支
援
の
た
め
に
講
演
会
、
研
究
会

を
実
施
、
そ
の
他
、
日
大
土
木
会

会
報
の
発
行
、
各
学
科
に
は
教
育

補
助
費
等
に
よ
る
支
援
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

ご
承
知
の
と
お
り
、
日
大
土
木

の
創
設
は
、
大
正
九
年
（
一
九
二
〇

年
）
に
日
本
大
学
高
等
工
学
校
と

し
て
、
土
木
科
が
私
学
で
最
初
に

設
置
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
遡
り
ま

す
。
さ
ら
に
第
一
回
卒
業
生
が
社

会
に
出
た
翌
年
に
関
東
大
震
災
が

発
生
し
、
復
興
事
業
で
大
い
に
貢

献
し
た
先
輩
の
お
か
げ
で
「
日
大

土
木
」
の
名
声
が
世
に
広
が
り
ま

し
た
。 

 
そ
し
て
、
東
京
で
二
回
目
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る

二
〇
二
〇
年
（
平
成
三
十
二
年
）

に
「
日
大
土
木
」
は
「
創
設
百
周

年
」
を
迎
え
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
諸
先
輩
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
「
歴
史
と
伝
統
」

を
継
承
す
る
こ
と
が
、
日
大
土
木

会
の
使
命
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
会
員
の

方
々
の
経
験
や
体
験
等
を
在
学
生

に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、
い
か
に

土
木
工
学
が
社
会
で
い
か
に
貢
献

し
て
い
る
か
、
大
切
か
を
知
ら
せ

る
こ
と
が
伝
統
を
守
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
、
引
き
続
き
土
木
系
三

学
部
四
学
科
の
学
生
の
支
援
を
各

学
科
と
の
連
携
を
一
層
深
め
て
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。 

 

新
年
度
の
体
制
は
、
副
会
長
に

は
こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
鎌
尾

彰
司
氏
（
総
務
部
会
）
、
盛
武
建

二
氏(

広
報
部
会)

、
神
保
廣
光

氏(

業
務
部
会)

、
梶
山
修
氏(

企

画
部
会)

、
鈴
木
宏
氏(

研
究
部

会)

、
の
五
名
に
加
え
、
新
た
に

生
産
工
学
部
を
昭
和
四
十
五
年
に

卒
業
さ
れ
た
、
佐
伯
謹
吾
氏
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
き
六
名
の
副
会
長

の
体
制
と
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

理
事
に
も
佐
伯
氏
を
含
め
新
た
に

五
名
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
理

工
学
部
（
土
木
工
学
科
・
交
通
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）･

生
産
工
学
部

土
木
工
学
科･

工
学
部
土
木
工
学

科
の
土
木
系
各
学
科
と
の
連
絡
を

密
に
し
て
、
各
学
科
の
な
お
一
層

の
発
展
を
支
援
し
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

 
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様

方
の
本
会
へ
の
更
な
る
ご
指
導･

ご
協
力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
会
長
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

(1)  第 21 号

新会長に就任した西松好郎氏

通常総会 会場の様子

日
大
土
木
会 

新
会
長
に

平
成
二
十
八
年
度

通
常
総
会
報
告

　

平
成
二
十
八
年
六
月
二
十
五
日

（
土
）
、
理
工
学
部
駿
河
台
校
舎
一

号
館
四
階
一
四
二
教
室
に
お
い
て

日
大
土
木
会
・
平
成
二
十
八
年
度

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
盛
武
建
二
会
長
の
挨

拶
に
続
き
、
議
長
に
盛
武
会
長
が

選
ば
れ
、
用
意
さ
れ
た
各
議
案
の

審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平成 28 年 10 月 15 日発行日　大　土　木　会　会　報

【
第
一
号
議
案
】

　

（
一
）
平
成
二
十
七
年
度　
　

　

収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

　
　
　
　
　

（
監
事
：
重
村
智
氏
）

　
　

（
次
ペ
ー
ジ
に
決
算
表
あ
り
）

　

（
二
）
事
業
報
告
（
抜
粋
）

 

・
会
員
数
：
一
二
五
二
名

　
　

年
度
内
入
会
：
一
五
名

　
　
　

同  

退
会
：
四
六
名

　
　
　

同　

死
亡
：
六
名



日　大　土　木　会　会　報 (2)(2)  第２１号
　

・
三
学
部
四
学
科
へ
の
教
育

　
　

補
助
金
の
贈
呈
を
実
施

　
　

(
各
学
科
三
万
円
）

　

・
会
報
（
一
八
号
・
一
九
号
）

　
　

の
発
行
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

　
　

内
容
更
新

　

・
特
別
講
演
会
の
実
施

　
　
　

講
師
：
和
田
祐
二
様　
　

　

 

　
　
　
　

（
元 

国
土
交
通
省
）

　
　

「
日
本
橋
に
つ
い
て
」

　

・
学
生
向
け
就
職
支
援
に
関
す

　
　

る
講
演
会
の
実
施

　

・
研
究
発
表
会
（
第
十
八
回

　
　

地
盤
の
会
研
究
会
）
の
支
援

【
第
二
号
議
案
】

（
一
）
平
成
二
十
八
年
度

　
　
　
　

事
業
計
画
（
抜
粋
）

　

・
名
簿
・
会
報
（
第
十
六
号
及

　
　

び
第
十
七
号
）
の
発
行

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報

　
　

の
発
信

　

・
会
則
・
細
則
の
見
直
し

　

・
特
別
講
演
会
の
開
催
及
び
在

　
　

学
生
向
け
の
就
職
支
援
に
関

　
　

わ
る
講
演
会
等
の
実
施

　

・
三
学
部
四
学
科
へ
の
教
育

　
　

補
助
金
の
贈
呈

　

・
研
究
発
表
会
の
開
催
支
援

　

（
第
十
九
回
地
盤
の
会
研
究
会
）

　
　

の
支
援

挨拶される西松好郎新会長

【
第
三
号
議
案
】

（
一
）
平
成
二
十
八
年
度

　
　
　

予
算
案
に
関
す
る
件

　

・
平
成
二
十
八
年
度
の
予
算
に

　
　

つ
い
て
は
、
二
十
七
年
度
の

　
　

予
算
及
び
決
算
を
参
考
に
し

　
　

て
立
案
し
た
。

　
　

（
次
頁
に
予
算
表
り
）

【
第
四
号
議
案
】

（
一
）
役
員
の
改
選 

　

以
下
の
通
り
、
新
役
員
が
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
間

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

◎
会
長　

　

○
西
松
好
郎

◎
副
会
長
（
六
名
）

　
　

鎌
尾
彰
司
（
総
務
部
会
長
）
、       

　
　

盛
武
建
二
（
広
報
部
会
長
）
、

　
　

神
保
廣
光
（
業
務
部
会
長
）
、

　
　

梶
山  

修
（
企
画
部
会
長
）
、

　
　

鈴
木　

宏
（
研
究
部
会
長
）
、

　

○
佐
伯
謹
吾

◎
理
事　

(

三
十
八
名)

　

　
　

会
田
和
義
、　

伊
藤
義
也
、

　
　

大
木
宣
章
、　

折
敷
秀
雄
、

　
　

落
合　

実
、　

梶
山　

修
、

　
　

鎌
尾
彰
司
、　

岸
井
隆
幸
、

　

○
佐
伯
謹
吾
、　

佐
田
達
典
、

　
　

佐
藤
洋
一
、  

島
崎
敏
一
、

挨拶される盛武建二 会長

　
　

神
保
廣
光
、　 

菅
原
宏
明
、

　
　

鈴
木  

宏
、　 

関  

耕
一
、

　
　

長
林
久
夫
、　 

中
野　

徹
、

　

○
仲
村
成
貴
、
○
鍋
山
博
一
、

　
　

西
松
好
郎
、 　

野
村
卓
史
、

　
　

廣
谷
彰
彦
、　 

深
澤
榮
造
、

　
　

福
田　

敦
、　 

古
河
幸
雄
、

　
　

堀
井
雅
史
、　 

前
野
賀
彦
、

　
　

松
島　

眸
、　 

三
浦
昌
雄
、

　
　

三
橋
宏
次
、　 

峯
岸
邦
夫
、

　
　

盛
武
建
二
、　 

柳
沼
善
明
、

　
　

山
崎　

淳
、
○
山
本
忠
幸
、

　

○
和
田
祐
二
、　 

渡
辺
英
彦　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

◎
監
事　

（
二
名
）

　
　

正
木
浩
太
郎
、　

　
　

重
村　

智

　
　

○
印
：
今
年
度
か
ら
新
し
く

　
　
　
　
　

就
任
さ
れ
た
方



日　大　土　木　会　会　報 (3)

開会の挨拶 梶山 修 副会長乾杯の発声 岸井隆幸先生

(3)  第２１号

◎
新
任
理
事
の
紹
介
（
六
名
）

　

会
田
和
義
：
平
成
七
年

　
　
　
　
　
　

理
工
土
木
卒

　

佐
伯
謹
吾
：
昭
和
四
十
五
年
・

　
　
　
　
　
　

生
産
工
土
木
卒　

　

仲
村
成
貴
：
平
成
七
年

　
　
　
　
　
　

理
工
土
木
卒

　

鍋
山
博
一
：
昭
和
五
十
二
年

　
　
　
　
　
　

理
工
交
通
卒

　

山
本
忠
幸
：
昭
和
四
十
八
年

　
　
　
　
　
　

理
工
交
通
卒

　

和
田
祐
二
：
昭
和
五
十
二
年

　
　
　
　
　
　

理
工
土
木
卒

　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
十
音
順
）

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
理
事
と
し
て

本
会
を
支
え
て
頂
き
ま
し
た
内
田

興
太
郎
様
、
古
坂
藤
吉
様
、
後
藤

浩
様
、
佐
々
木
勉
様
、
丹
上
幸
一

様
が
ご
退
任
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
ご
尽
力
に
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
第
五
号
議
案
】

　

第
五
号
議
案
の
「
そ
の
他
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
務
局
及
び
総

会
出
席
者
か
ら
の
提
案
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
削
除
と
な
り

ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
号
～
第
四
号

の
い
ず
れ
の
議
案
と
も
満
場
一
致

で
事
務
局
の
提
案
の
通
り
承
認
さ

れ
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
八
年
度
通
常

総
会
の
議
案
書
を
日
大
土
木
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.

nu-dobokukai.com

）
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
で
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
ち
ら

も
併
せ
て
ご
参
照
願
い

ま
す
。
（
パ
ス
ワ
ー
ド
は

「dobokukai

」
で
す
。
す

べ
て
小
文
字
で
入
力
し
て

く
だ
さ
い
。
）

懇親会の様子

閉会の挨拶 深谷研二様 挨拶　佐田達典先生（交通）

【
懇
親
会
報
告
】　

　

総
会
の
終
了
後
に
、
参
加
者
に

よ
る
懇
親
会
が
、
本
会
副
会
長
の

梶
山
修
氏
の
挨
拶
、
理
工
学
部
土

木
工
学
科
主
任
の
岸
井
隆
幸
教
授

の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
開
始
さ

れ
、
終
始
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
歓

談
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
途
中
で
土
木
系
各
学

科
主
任
教
授
に
よ
る
学
科
近
況
報

告
（
就
職
状
況
・
入
学
試
験
情
報
・

教
員
の
異
動
等
）
や
新
会
長
の

西
松
好
郎
氏
の
挨
拶
な
ど
も
あ
り

ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
閉
会
は
、
昭
和

四
十
六
年
卒
業
の
深
谷
研
二
様
の

締
め
に
よ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
無

事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
上
が
総
会
及
び
懇
親
会
の
報

告
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　

文
責 

：
鎌
尾 

彰
司

挨拶 古河幸雄先生 (工学部 )



日　大　土　木　会　会　報 (4)

第
十
九
回　

地
盤
の
会 

開
催
報
告

山中光一氏（地盤の会）佐々木博明氏（地盤の会）

(4)  第２１号

多くの学生が参加した地盤の会 会場風景

　

通
常
総
会
に
先
立
ち
、
駿
河
台

校
舎
一
号
館
四
階
一
四
三
教
室
に

お
い
て
、
十
三
時
半
よ
り
「
第

十
九
回
・
地
盤
の
会
研
究
発
表
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
盤
の
会

（
委
員
長
・
峯
岸
邦
夫
氏
）
は
、

日
大
土
木
会
発
足
か
ら
組
織
さ

れ
、
今
回
で
十
九
回
目
の
研
究
会

に
な
り
ま
す
。
現
在
本
会
に
組
織

さ
れ
て
い
る
唯
一
の
研
究
会
で
あ

り
ま
す
。
当
日
の
参
加
者
は
、
会

員
及
び
理
工
学
部
土
木
工
学
科
・

交
通
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
学
生
を

含
め
て
七
十
五
名
程
と
と
て
も
大

勢
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
に
今
回
は
、
学
生
の
参
加

が
多
く
、
四
十
五
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お

り
、
二
名
の
ベ
テ
ラ
ン
技
術
者
か

ら
の
講
演
で
あ
り
ま
し
た
。
三
嶋

様
は
、
ご
自
身
の
こ
れ
ま
で
の
経

験
に
よ
り
培
わ
れ
た
技
術
等
を
若

手
技
術
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
含

め
て
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
井
様
は
、
液
状
化
検
討

の
必
要
の
無
い
洪
積
砂
質
土
に
対

し
て
の
検
討
事
例
を
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
か
ら
の
質
疑
も

あ
り
、
と
て
も
興
味
深
い
発
表
で

あ
り
ま
し
た
。

　

地
盤
の
会 

研
究
会

　
　
　
　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　

司
会　

　
　
　
　

重
村 

智
（
日
本
大
学
）

委員長の峯岸邦夫先生 司会の重村智先生

講演される三嶋信雄氏講演される新井新一氏

・
委
員
長
挨
拶

　
　
　

峯
岸 

邦
夫
（
日
本
大
学
）

・
「
道
路
の
建
設
と
土
工
技
術

将
来
の
若
手
技
術
者
に
向
け
て
」

　
　
　
　
　

三
嶋 

信
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

（
川
崎
地
質
）

・
「
洪
積
砂
質
土
層
で
の
液
状
化

　
　
　
　
　
　
　
　

判
定
方
法
」

　
　
　
　
　

新
井 

新
一

　
　

（
ダ
イ
ヤ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

・
閉
会
の
辞

特
別
講
演
会

　　　

開
催
報
告

特別講演会の会場風景

　

通
常
総
会
に
引
き
続
き
、
十
七

時
半
よ
り
、
一
四
二
教
室
に
お
い

て
企
画
部
会
（
委
員
長
梶
山
修
氏
）

主
催
の
特
別
講
演
会
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
東
京
都
都
市

整
備
局
市
街
地
整
備
部
長
当
の
役

職
に
就
か
れ
て
い
る
奥
山
宏
二
氏

（
昭
和
六
十
年
、
理

工
・
土
木
卒
）
を
迎

え
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
へ
向
け
て
の
東
京

の
街
づ
く
り
」
と
題

し
て
約
三
十
分
に
わ

た
り
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講演される奥山宏二氏



日　大　土　木　会　会　報 (5)

学
生
向
け

　 
講
演
会

　　　

開
催
報
告

(5)  第２１号
　

業
務
部
会
（
神
保
廣
光
部
会
長
）

で
は
、
学
生
向
け
講
演
会
「
復
興

ま
ち
づ
く
り
」
を
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
の
清
水
良
祐
所
長
に
講
師
を
依

頼
し
、
去
る
七
月
二
十
七
日
に
駿

河
台
校
舎
一
三
一
教
室
に
て
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
清
水
所
長
の
講

演
は
、
本
年
で
三
回
目
を
数
え
、

宮
城
県
東
松
島
地
区
の
復
興
状
況

に
つ
い
て
講
演
頂
い
て
お
り
ま

す
。
大
学
側
は
、
授
業
（
災
害
管

理
）
の
一
環
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

約
七
十
名
の
受
講
生
が
聴
講
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
三
月

に
東
松
島
へ
視
察
に
行
っ
た
山
上

新
君
に
講
演
会
に
参
加
し
た
感
想

を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

「
復
興
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
に

参
加
し
て
」

　
　
　
　
　

理
工
土
木 

四
年　

　
　
　
　
　
　
　
　

山
上　

新

　

Ｕ
Ｒ
都
市
再
生
機
構
・
東
松
島

復
興
支
援
事
務
所
所
長
の
清
水

良
祐
所
長
様
の
講
演
が
、
七
月

二
十
七
日
（
水
）
５
時
限
目
の
「
災

害
管
理
」
の
授
業
の
一
環
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
所
長
と
は
本
年
三
月
に
研

究
室
合
宿
で
東
松
島
の
復
興
状
況

の
現
地
視
察
を
行
っ
た
際
に
、
案

内
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
れ

以
来
と
な
り
ま
す
。 

 

講
演
の
流
れ
は
、
前
半
は
主
に

東
松
島
市
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
見
る
型
式
で
、
後
半
は
清
水
所

長
が
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
復
興
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
で
あ
り

ま
し
た
。
主
な
講
演
内
容
は
以
下

の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
た
。

　

 【
講
演
の
主
な
内
容
】

一
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
概
要

    

　
　
　

及
び
東
日
本
大
震
災

二
、
宮
城
県
東
松
島
市
か
ら
の　

　
　

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

三
、
東
松
島
市
の
復
興
ま
ち
づ
く

　
　

り
計
画

四
、
都
市
機
構
に
よ
る
東
松
島
市

　
　

に
お
け
る
取
組
み

五　

東
矢
本
駅
北
区
域
の
概
要

六
、
野
蒜
北
部
丘
陵
地
区
の
概
要

七
、
復
興
事
業
の
問
題
及
び
課
題

　

四
ヶ
月
前
に
現
地
で
復
興
ま
ち

づ
く
り
を
直
接
見
て
き
た
内
容
の

説
明
で
あ
り
ま
し
た
。
復
興
住
宅

等
の
位
置
関
係
も
現
地
で
把
握
し

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
と
て
も
興

味
深
く
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
復
興
に
積

極
的
に
興
味
を
持
っ
て
支
援
し
て

き
た
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
わ
だ
ち
の
会
・
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
の
ご
案
内
】

学
科
情
報
①

　　　
（
工
学
部
）

　

工

学

部

で

は
、
「

母

校

を

訪
ね
る
会
」
を
北
桜
祭
（
工

学

部

祭

）

の

開

催

時

に

あ

わ
せ
、
平
成
二
十
八
年
十
月

二
十
三
日
に
開
催
し
ま
す
。
こ

の
会
は
、
卒
業
し
て
十
年
毎

（
十
、
二
十
、
三
十
、
四
十
、
五
十

学
科
情
報
②

　　
（
理
工
交
通
）

交
通
工
学
科
、
交
通
土
木
工
学
科
、

社
会
交
通
工
学
科
、
交
通
シ
ス
テ

ム
工
学
科
同
窓
会
組
織
で
あ
る
、

わ
だ
ち
の
会
（
日
本
大
学
理
工
学

部
校
友
会
交
通
部
会
）
は
、
本
年

度
に
創
立
五
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
記
念
し
，
「
わ
だ
ち

の
会
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
」

を
開
催
致
し
ま
す
。
お
仲
間
同
士

お
声
掛
け
い
た
だ
き
、
多
く
の
会

員
の
皆
様
と
こ
の
期
に
集
ま
り
創

立
五
十
周
年
を
相
互
に
祝
い
、
記

念
事
業
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

総
会
、
記
念
式
典　

一
、 

日
時
：
平
成
二
十
八
年

　
　
　
　

十
月
二
十
二
日
（
土
）

二
、
場
所
：
理
工
学
部

　
　
　
　
　
　

船
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

三
、
内　

容　

　

①
キ
ャ
ン
パ
ス
内
施
設
見
学
会

　

・
施
設
体
験
会
、
②
恩
師
の
先

　

生
方
に
よ
る
特
別
講
義
、
③
総

　

会
、
④
記
念
式
典
（
記
念
講
演
、

年
）
の
卒
業
生
を
対
象
に
し

て

お

り
、

今

年

度

は
、

昭

和

四
十
一
、
五
十
一
、
六
十
一
、
平
成

八
、
十
八
年
三
月
卒
が
該
当
し
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
卒
業
年
次
の
会

員
の
皆
さ
ん
、
ご
出
席
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
は
約
二
百
名

の
参
加
が
あ
り
、
思
い
出
の
キ
ャ

ン
パ
ス
の
散
策
や
茶
道
部
の
お
茶

の
も
て
な
し
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
へ
の
参
加
な
ど
の
後
、
ハ
ッ

ト
Ｎ
Ｅ
で
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
旧

友
や
恩
師
と
の
懐
か
し
い
語
ら
い

の
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
頂
き
ま

し
た
。
写
真
は
、
卒
業
後
五
十
年

の
方
々
の
集
合
写
真
で
す
。

講演される清水良祐氏

現地で説明される清水良祐氏（本年三月）

交通システム工学科の

ロゴマーク

工学部・北桜祭



日　大　土　木　会　会　報 (6)

訃　

報

　

第
二
十
一
号
の
会
報
は
、
平
成

二
十
八
年
度
通
常
総
会
・
懇
親
会
・

地
盤
の
会
研
究
発
表
会
の
報
告
・

特
別
講
演
会
・
学
生
向
け
講
演
会

の
話
題
・
土
木
系
三
学
部
四
学
科

の
各
学
科
か
ら
の
情
報
等
を
掲
載

い
た
し
ま
し
た
。

　

本
会
報
及
び
本
会
に
対
す
る
ご

意
見
並
び
に
ご
要
望
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

連
絡
方
法
に
つ
い
て
は
、
手

紙
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
で
も
結
構
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
皆
様
の
お
知
り
合
い
で

日
大
土
木
会
に
入
会
希
望
者
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
、
入
会
申
込
書
類

等
を
送
り
ま
す
の
で
、
事
務
局
に

お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｋ
）　

第２１号
　

理
工
学
部
で
は
、
こ
の
た
び
卒

業
学
科
等
の
枠
を
超
え
ま
し
て
、

学
部･

大
学
院･

短
大
の
卒
業

生･

修
了
生
が
一
堂
に
会
し
て
絆

を
深
め
る
場
と
し
て｢

ホ
ー
ム
カ

　

座
談
会
（
学
科
へ
の
思
い
）
）
、

　

⑤
祝
賀
会

お
問
合
せ
：
事
務
局　

山
中

（yamanaka.kouichi@nihon-u.

ac.jp

）
学
科
情
報
③

　　
（
理
工
学
部
）

ミ
ン
グ
デ
ー｣

を
下
記
の
と
お
り

開
催
す
る
運
び
に
な
り
ま
し
た
。 

皆
さ
ま
お
誘
い
の
上
、
是
非
お
越

し
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し

上
げ
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
十
八
年

　
　
　
　
　

十
一
月
五
日
（
土
）

会
場
：
理
工
学
部

　
　
　
　
　

船
橋
キ
ャ
ン
パ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
：

　

十
時　

桜
理
祭
（
最
終
日
）

　

十
時
「
未
来
博
士
工
房
」

　
　

活
動
紹
介
＆
研
究
施
設
公
開

　
　

（
受
付
：
テ
ク
ノ
プ
レ
ー
ス
）

　

十
三
時　

公
開
市
民
大
学
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　

（
十
三
号
館
）

　

十
五
時
半　

懇
親
会

　
　

（
パ
ス
カ
ル
ホ
ー
ル
）

「
鳥
人
間
コ
ン
テ
ス
ト
優
勝
等
祝

賀
セ
レ
モ
ニ
ー
」
同
時
開
催

※
会
費
卒
業
生
・
教
職
員
三
千
円

在
学
生
・
新
卒
者
千
円

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
六
日

(

日)

に
日
本
大
学
生
産
工
学
部

津
田
沼
校
舎
に
於
き
ま
し
て
，
第

二
十
八
回
「
母
校
を
訪
ね
る
会
」

を
日
本
大
学
生
産
工
学
部
と
日
本

大
学
生
産
工
学
部
校
友
会
の
協
同

開
催
に
よ
り
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
，
昭
和
四
十
一
年
，
昭

和
五
十
一
年
，
昭
和
六
十
一
年
，

平
成
八
年
，
平
成
十
八
年
の
卒
業

生
の
皆
様
を
ご
招
待
い
た
し
ま

す
。
ご
家
族
連
れ
で
の
来
場
も
大

歓
迎
で
す
。

学
科
情
報
④

　(

生
産
工
学
部
）

な
お
，
ご
招
待
申
し
上
げ
る
卒
業

生
以
外
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
，
ご
都
合
の
許
す
限
り
，
御
来

校
下
さ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。

当
日
は
，
第
二
十
五
回
桜
泉
祭
（
旧

泉
祭
）
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
，
ぜ
ひ

後
輩
達
の
活
躍
を
ご
覧
下
さ
い
。

そ
し
て
，
在
学
当
時
の
先
生
を
は

じ
め
と
す
る
教
職
員
や
旧
友
と
の

再
会
に
よ
り
，
楽
し
く
懐
か
し
い

時
間
し
に
し
て
頂
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

日　

時
：
十
一
月
六
日(

日)

場　

所
：
日
本
大
学
生
産
工
学
部

津
田
沼
校
舎

 

受　

付
：
十
四
時

　
　

一
号
館
一
階
正
面
入
り
口

 

懇
親
会
：
十
六
時

　
　

三
十
九
号
館
二
階
食
堂

 

連
絡
先
：
生
産
工
学
部
校
友
会

 

電
話
：047-476-1140

 FAX

：047-476-3510

桜泉祭のキャラクター "いずみん "

桜理祭のキャラクター "ふーぷく "

お
問
合
せ
先
：

　
　

理
工
学
部
庶
務
課

　
　
　
　

03-3259-0514

　
　

pub@cst.nihon-u.ac.jp 

　

理
工
学
部
校
友
会
事
務
局

　
　
　
　

03-3259-0650

　

　

alumni@koyukai-cst-nu.jp

学
科
情
報
⑤

　　(

三
学
部
）

　

理
工
学
部
・
工
学
部
・
生
産
工

学
部
で
、
そ
れ
ぞ
れ
学
術
講
演
会

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
卒
業
生
の
聴

講
も
可
能
で
あ
り
ま
す
の
で
、
是

　

事
務
局
に
届
い
て
お
り
ま
す
訃

報
を
皆
様
方
に
謹
ん
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
故
人
の
冥
福
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

非
と
も
足
を
運
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
第
六
十
回
理
工
学
部
学
術

講
演
会
】

日
時
：
十
二
月
三
日
（
土
）

 

　
　
　

九
時
～
十
七
時
二
十
分 

会
場
：
理
工
学
部
駿
河
台
校
舎 

　
　
　

１
号
館

【
第
五
十
九
回
工
学
部
学
術

研
究
報
告
会
】

日
時
：
十
二
月
三
日
（
土
）

 

　
　
　

九
時
～ 

会
場
：
工
学
部
七
十
号
館

【
第
四
十
九
回
生
産
工
学
部

学
術
講
演
会
】

日
時
：
十
二
月
三
日
（
土
）

 

　
　
　

九
時
～ 

会
場
：
生
産
工
学
部
津
田
沼
校
舎

　

な
お
、
い
ず
れ
の
講
演
会
と
も
、

発
表
申
込
み
は
既
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳

細
は
各
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
）

　

大
山
寛
晃
（
昭
和
三
五
年
卒
）

　

川
口
芳
夫
（
昭
和
四
七
年
卒
）

　

三
浦
裕
二
（
昭
和
三
三
年
卒
）

　

横
山
祥
彦
（
昭
和
三
十
年
卒
）

　
　
　
　

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

事
務
局
よ
り

わだちの会五十周年のちらし（理工・交通）


